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情報工学部 大学等名 福岡工業大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 山澤　一誠 （役職名） 教務部長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

自己点検・評価について

教学マネジメント部門 評価・推進部会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

当該プログラムは2023年度より開始したため修了者はいない。情報工学部における当該プログラムの履修者数および履修
率について、履修者は学部全体で35名、履修率は学部全体で約4％だった。入学年度毎の状況については以下のとおり。
■2023年度入学生　履修者：15名　履修率：3.4％
■2024年度入学生　履修者：20名　履修率：4.1％

学修成果

数理的な考え方に基づき、様々なデータを適切に収集・分析・可視化するスキルを学修し、実践の体験を通して、数理・
データサイエンス・AI活用の一連のプロセスと実践力を身に付けることを目的とする。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

本プログラムの対象科目における学期末の授業アンケートでは「Pythonを扱うのは初めてで難しかったが、機械学習につ
いて少し理解できたと思う。」「C言語でAIに関するプログラミングをするのはかなり難しかったが、自分のためになった
と思う。」「数学の知識を使って人工知能の中身の部分が知れて面白かった。」等の回答があった。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨度

本プログラムの対象科目における授業アンケート結果では、「自分で計画的に進めることが重要になります。プログラミ
ングについて実践することでさらに学びが深まりサポートも充実しているので興味のある人は受けてみることをお勧めし
ます。」「難易度が高いが予習・復習を行って授業に臨むべき。」等、学生自身が科目の重要性について理解をした上
で、後輩学生へのアドバイスとなる内容の回答があった。

全学的な履修者数、履修率
向上に向けた計画の達成・
進捗状況

1年生を対象とした入学直後のオリエンテーションで周知を行うとともに、課外で「FIT-ITセミナー」として、学生向けに
データサイエンスに関連する次世代型企業を招聘し、産業界で起こっているDXに対する理解の浸透を目的とした講演会を
開催するなどの取組を行い、履修への意欲喚起を図った。
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・Ａ
Ｉを「学ぶ楽しさ」「学ぶこ
との意義」を理解させること

一部の科目において、取り扱う題材に関して社会の実例データおよび実課題を取り上げることで、学生が好奇心を持つこ
とができるよう工夫している。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授
業とすること

※社会の変化や生成AI等の技
術の発展を踏まえて教育内容
を継続的に見直すなど、より
教育効果の高まる授業内容・
方法とするための取組や仕組
みについても該当があれば記
載

学生の履修状況及び学期末の授業アンケートの結果に基づき、授業内容及びその方法の見直しを行っている。

教育プログラム修了者の進
路、活躍状況、企業等の評
価

本プログラムは、2023年度から 1 年次生を対象として開講されたため、本プログラムを履修し、修了して卒業した学生は
いない。2027年度以降、学生の進路・採用状況等を把握していく。

産業界からの視点を含めた
教育プログラム内容・手法
等への意見

当該プログラムについて、産業界の外部委員が参画する会議体にて、履修状況や、対象科目における学期末の授業アン
ケートの結果を報告し、評価を得た。（2025/3/3開催 令和6年度第２回 福岡工業大学人材育成協議会）


